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1

2 各自に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．課題に関する報告書等の文章で評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．関する報告書等の文章で評価する．する報告書等の文章で評価する．報告書等の文章で評価する．の文章で評価する．文章で評価する．で評価する．評価する．する報告書等の文章で評価する．．

3 各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．の文章で評価する．課題に関する報告書等の文章で評価する．や報告書（レポート）で評価する．報告書（レポート）で評価する．レポート）で評価する．で評価する．評価する．する報告書等の文章で評価する．．

4

5

6

7

8

9 各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．報告書（レポート）で評価する．レポート）で評価する．ならびに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．課題に関する報告書等の文章で評価する．の文章で評価する．提出状況で評価する．で評価する．評価する．する報告書等の文章で評価する．．
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等の文章で評価する．専門学校 2026年度シラバスシラバス

都市工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． (Laboratory Work in Civil Engineering)

柿木 哲哉 教授, 宇野 宏司 教授, 高科 豊 特任准教授, 小塚 みすず 教授

都市工学科・5年・通年・必修・3単位【実験の課題や報告書（レポート）で評価する．実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．】 ( 学修単位I )

A4-S2(10%), B1(10%), C1(20%), C2(20%), C4(30%), 
D1(10%)

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

水理学，材料学，衛生工学，交通計画学，AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたなど都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた都市工学の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．をともなう応用分野の一層の理解を深めるた応用分野の文章で評価する．一層の理解を深めるたの文章で評価する．理解を深めるたを深めるためる報告書等の文章で評価する．た課題に関する報告書等の文章で評価する．
め，各分野の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．を3班編成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワの文章で評価する．小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワの文章で評価する．グループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワで評価する．行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワう応用分野の一層の理解を深めるた．各種実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．を班員と協力しながら行うことで，チームワと協力しながら行うことで，チームワしながら行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワう応用分野の一層の理解を深めるたことで評価する．，チームワ
ーク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を力しながら行うことで，チームワや報告書（レポート）で評価する．協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をを養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をう応用分野の一層の理解を深めるた．また課題に関する報告書等の文章で評価する．，実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．で評価する．得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をられた課題に関する報告書等の文章で評価する．データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をを用いた課題に関する報告書等の文章で評価する．シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をや報告書（レポート）で評価する．コンやコンピュータ演習，成果物の完成をピュータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を演習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．，成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ果物の完成をの文章で評価する．完成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワを
通じて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．各専門分野の文章で評価する．理論の理解と実際問題への応用能力を養う．の文章で評価する．理解を深めるたと実際問題に関する報告書等の文章で評価する．への文章で評価する．応用能力しながら行うことで，チームワを養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をう応用分野の一層の理解を深めるた．

【A4-S2】水理学に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．関する報告書等の文章で評価する．する報告書等の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．がで評価する．きる報告書等の文章で評価する．よう応用分野の一層の理解を深めるたに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．なる報告書等の文章で評価する．とともに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．，実験の課題や報告書（レポート）で評価する．目的を理を理
解を深めるたし，データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をがで評価する．きる報告書等の文章で評価する．．

水理学に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．関する報告書等の文章で評価する．する報告書等の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をを行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワい，レポートの文章で評価する．提
出状況で評価する．および内容により評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．より評価する．評価する．する報告書等の文章で評価する．．

【B1】実験の課題や報告書（レポート）で評価する．内容により評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．ついて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．，的を理確な図・表を用いて文章で説明できる．な図・表を用いて文章で説明できる．を用いて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．文章で評価する．で評価する．説明できる．で評価する．きる報告書等の文章で評価する．．

【C2】これまで評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．修得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をした課題に関する報告書等の文章で評価する．知識や技術を応用し，情報を収集して，班員と協や報告書（レポート）で評価する．技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたを応用し，情報を収集して，班員と協して各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．，班員と協力しながら行うことで，チームワと協
働して課題を処理・解決することができる．して各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．課題に関する報告書等の文章で評価する．を処理・解を深めるた決することができる．する報告書等の文章で評価する．ことがで評価する．きる報告書等の文章で評価する．．

【C1】コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリートの文章で評価する．非破壊試験の課題や報告書（レポート）で評価する．，物の完成を性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を試験の課題や報告書（レポート）で評価する．を行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワう応用分野の一層の理解を深めるたことがで評価する．きる報告書等の文章で評価する．とともに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．，得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を
られた課題に関する報告書等の文章で評価する．結果を分析で評価する．きる報告書等の文章で評価する．．

コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリートの文章で評価する．非破壊試験の課題や報告書（レポート）で評価する．，物の完成を性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を及び耐久性試験を行い，レポートの提出状況び耐久性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を試験の課題や報告書（レポート）で評価する．を行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワい，レポートの文章で評価する．提出状況で評価する．
および内容により評価する．，発表を用いて文章で説明できる．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．より評価する．評価する．する報告書等の文章で評価する．．

【C1】各種の文章で評価する．環境検査ができるようになるとともに，得られた結果を分析でがで評価する．きる報告書等の文章で評価する．よう応用分野の一層の理解を深めるたに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．なる報告書等の文章で評価する．とともに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．，得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をられた課題に関する報告書等の文章で評価する．結果を分析で評価する．
きる報告書等の文章で評価する．．

各種の文章で評価する．環境に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．関する報告書等の文章で評価する．する報告書等の文章で評価する．検査ができるようになるとともに，得られた結果を分析でを行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワい，レポートの文章で評価する．提出状況で評価する．および内容により評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．より評価する．評価する．
する報告書等の文章で評価する．．

【C1】交通調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析でがで評価する．きる報告書等の文章で評価する．とともに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．，得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をられた課題に関する報告書等の文章で評価する．結果を分析で評価する．きる報告書等の文章で評価する．．また課題に関する報告書等の文章で評価する．，交通環
境の文章で評価する．改善案を検討し，設計できる．を検討し，設計できる．し，設計で評価する．きる報告書等の文章で評価する．．

交通調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析での文章で評価する．データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を整理，交通環境の文章で評価する．改善案を検討し，設計できる．の文章で評価する．検討し，設計できる．を行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワい，レポートの文章で評価する．提出状
況で評価する．および内容により評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．より評価する．評価する．する報告書等の文章で評価する．．

【C1】AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．ついて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．理解を深めるたを深めるため，学習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．した課題に関する報告書等の文章で評価する．知識や技術を応用し，情報を収集して，班員と協や報告書（レポート）で評価する．技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたを使用し，説明できる．す
る報告書等の文章で評価する．ことがで評価する．きる報告書等の文章で評価する．．

AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．ついて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．理解を深めるたを深めるため，学習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．した課題に関する報告書等の文章で評価する．知識や技術を応用し，情報を収集して，班員と協や報告書（レポート）で評価する．技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．ついて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．，レポートの文章で評価する．提出状
況で評価する．および内容により評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．より評価する．評価する．する報告書等の文章で評価する．．

【C4】班の文章で評価する．構成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ員と協力しながら行うことで，チームワと協力しながら行うことで，チームワして各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．を行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワう応用分野の一層の理解を深めるたとともに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．，得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をられた課題に関する報告書等の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をの文章で評価する．集して，班員と協
計，解を深めるた析および考察を行うことができる．を行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワう応用分野の一層の理解を深めるたことがで評価する．きる報告書等の文章で評価する．．

班の文章で評価する．構成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ員と協力しながら行うことで，チームワと協力しながら行うことで，チームワして各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．が行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワなわれて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．いる報告書等の文章で評価する．か，得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をられた課題に関する報告書等の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をの文章で評価する．集して，班員と協計，
解を深めるた析および考察を行うことができる．を各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．の文章で評価する．遂行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ状況で評価する．（レポート）で評価する．課題に関する報告書等の文章で評価する．）で評価する．で評価する．評価する．する報告書等の文章で評価する．．

【C4】決することができる．められた課題に関する報告書等の文章で評価する．期限内に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．報告書を書ける報告書等の文章で評価する．．

【D1】設備・機器・装置等の文章で評価する．の文章で評価する．取り扱いに注意し，安全に実験・実習を遂行すり評価する．扱いに注意し，安全に実験・実習を遂行すいに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．注意し，安全に実験・実習を遂行すし，安全に実験・実習を遂行すに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．を遂行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワす
る報告書等の文章で評価する．ことがで評価する．きる報告書等の文章で評価する．．

設備・機器・装置等の文章で評価する．の文章で評価する．取り扱いに注意し，安全に実験・実習を遂行すり評価する．扱いに注意し，安全に実験・実習を遂行すいに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．注意し，安全に実験・実習を遂行すし，安全に実験・実習を遂行すに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．が行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワなわれて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．いる報告書等の文章で評価する．か，各
実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．遂行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ状況で評価する．で評価する．評価する．する報告書等の文章で評価する．．

成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ績は，課題は，課題に関する報告書等の文章で評価する．(内訳は水理：材料：衛生：交通計画：は水理：材料：衛生：交通計画：AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた＝2：1：1：1：1)100%　として評価する．総合評価はとして各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．評価する．する報告書等の文章で評価する．．総合評価する．は100点満
点で評価する．60点以上を合格とし，各実験の合格基準をを合格とし，各実験の合格基準をとし，各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．の文章で評価する．合格とし，各実験の合格基準を基準をを60点以上を合格とし，各実験の合格基準をとする報告書等の文章で評価する．．なお，材料の文章で評価する．評価する．の文章で評価する．内訳は水理：材料：衛生：交通計画：はレポート60%，発表を用いて文章で説明できる．40%とす
る報告書等の文章で評価する．．提出期限超過の課題は評価しない．未提出課題がある場合は成績を評価しない．の文章で評価する．課題に関する報告書等の文章で評価する．は評価する．しない．未提出課題に関する報告書等の文章で評価する．がある報告書等の文章で評価する．場合は成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ績は，課題を評価する．しない．

「土木材料実験の課題や報告書（レポート）で評価する．指導書　として評価する．総合評価は2015年度シラバス版」：土木学会編（レポート）で評価する．土木学会）で評価する．
「水理実験の課題や報告書（レポート）で評価する．解を深めるた説書　として評価する．総合評価は2015年度シラバス版」：土木学会編（レポート）で評価する．土木学会）で評価する．
「環境工学」：石井一郎（レポート）で評価する．森北出版）で評価する．

「交通調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析で実務の手引」：（一社）交通工学研究会（丸善）の文章で評価する．手引」：（レポート）で評価する．一社）で評価する．交通工学研究会（レポート）で評価する．丸善）で評価する．
「コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリ－ト標準を示方書[維持管理編]」：（レポート）で評価する．公社）で評価する．土木学会（レポート）で評価する．丸善）で評価する．

数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ学IおよびII，確な図・表を用いて文章で説明できる．率・統計，情報基礎，水理学I～III，材料学，コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート工学IおよびII，構造力しながら行うことで，チームワ学I～IV，都市環境工学，海
岸工学，河川工学，土木計画，都市交通計画学，都市工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

ク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をラスを3班の文章で評価する．小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワに与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．編成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワし各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．を受講する．水理は通年，材料・交通計画，衛生・する報告書等の文章で評価する．．水理は通年，材料・交通計画，衛生・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたは前期また課題に関する報告書等の文章で評価する．は後期に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．履修す
る報告書等の文章で評価する．．安全に実験・実習を遂行す管理に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．徹し，相応しい服装で臨むこと．実験実習はチ－ムワーク（班別）で実施することが多いため，個別の再実験し，相応しい服装で評価する．臨むこと．実験実習はチ－ムワーク（班別）で実施することが多いため，個別の再実験むこと．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．はチ－ムワーク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を（レポート）で評価する．班別）で評価する．で評価する．実施することが多いため，個別の再実験する報告書等の文章で評価する．ことが多いため，個別の再実験いた課題に関する報告書等の文章で評価する．め，個別の文章で評価する．再実験の課題や報告書（レポート）で評価する．
は認められない．そのため，出席することが原則である．められない．その文章で評価する．た課題に関する報告書等の文章で評価する．め，出席することが原則である．する報告書等の文章で評価する．ことが原則である．で評価する．ある報告書等の文章で評価する．．



授業の計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 前期実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．ガイダンやコンピュータ演習，成果物の完成をス

2 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．

3 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．

4 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．

5 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．

6 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．

7 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．

8 前期中間実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．まとめ 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．，コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート，交通計画学各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．レポートおよび実験の課題や報告書（レポート）で評価する．器具の整理と整備．の文章で評価する．整理と整備．

9 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する． 開水路（レポート）で評価する．等の文章で評価する．流・不等の文章で評価する．流）で評価する．の文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，モルタを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をル強度シラバス試験の課題や報告書（レポート）で評価する．，交通環境の文章で評価する．調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析で．

10 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する． 開水路（レポート）で評価する．等の文章で評価する．流・不等の文章で評価する．流）で評価する．の文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，モルタを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をル強度シラバス試験の課題や報告書（レポート）で評価する．，交通環境の文章で評価する．調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析で．

11 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する． 開水路（レポート）で評価する．等の文章で評価する．流・不等の文章で評価する．流）で評価する．の文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，モルタを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をル強度シラバス試験の課題や報告書（レポート）で評価する．，交通環境の文章で評価する．調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析で．

12 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する． ポテンやコンピュータ演習，成果物の完成をシャル流れの文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，材料試験の課題や報告書（レポート）で評価する．結果等の文章で評価する．の文章で評価する．発表を用いて文章で説明できる．，交通環境の文章で評価する．計画・設計．

13 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する． ポテンやコンピュータ演習，成果物の完成をシャル流れの文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，材料試験の課題や報告書（レポート）で評価する．結果等の文章で評価する．の文章で評価する．発表を用いて文章で説明できる．，交通環境の文章で評価する．計画・設計．

14 水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．・コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート・交通計画学実験の課題や報告書（レポート）で評価する． ポテンやコンピュータ演習，成果物の完成をシャル流れの文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，材料試験の課題や報告書（レポート）で評価する．結果等の文章で評価する．の文章で評価する．発表を用いて文章で説明できる．，交通環境の文章で評価する．計画・設計．

15 前期実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．まとめ

16 後期実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．ガイダンやコンピュータ演習，成果物の完成をス

17

18

19

20

21

22

23 後期中間実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．まとめ

24

25

26

27

28

29

30 後期実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．まとめ

中間試験の課題や報告書（レポート）で評価する．および定期試験の課題や報告書（レポート）で評価する．は実施することが多いため，個別の再実験しない．

学各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．ついて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．，実験の課題や報告書（レポート）で評価する．内容により評価する．，スケジュール，班割，注意し，安全に実験・実習を遂行す事項など，実験・実習前のあらゆる問題点について，事前説明を行など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた，実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．前の文章で評価する．あらゆる報告書等の文章で評価する．問題に関する報告書等の文章で評価する．点に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．ついて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．，事前説明できる．を行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ
う応用分野の一層の理解を深めるた．

開水路(流速分布)の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，モルタを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をル供試体作成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ，自に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．動車類交通量調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析でおよびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を集して，班員と協計・分析．

開水路(流速分布)の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，モルタを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をル供試体作成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ，自に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．動車類交通量調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析でおよびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を集して，班員と協計・分析．

開水路(流速分布)の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，モルタを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をル供試体作成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ，自に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．動車類交通量調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析でおよびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を集して，班員と協計・分析．

開水路（レポート）で評価する．等の文章で評価する．流・不等の文章で評価する．流）で評価する．の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，非破壊試験の課題や報告書（レポート）で評価する．結果の文章で評価する．解を深めるた析（レポート）で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ量化理論の理解と実際問題への応用能力を養う．第II類）で評価する．，信号現示調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析でおよびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を集して，班員と協計・分析．

開水路（レポート）で評価する．等の文章で評価する．流・不等の文章で評価する．流）で評価する．の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，非破壊試験の課題や報告書（レポート）で評価する．結果の文章で評価する．解を深めるた析（レポート）で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ量化理論の理解と実際問題への応用能力を養う．第II類）で評価する．，信号現示調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析でおよびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を集して，班員と協計・分析．

開水路（レポート）で評価する．等の文章で評価する．流・不等の文章で評価する．流）で評価する．の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，非破壊試験の課題や報告書（レポート）で評価する．結果の文章で評価する．解を深めるた析（レポート）で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ量化理論の理解と実際問題への応用能力を養う．第II類）で評価する．，信号現示調査ができるようになるとともに，得られた結果を分析でおよびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を集して，班員と協計・分析．

水理学（レポート）で評価する．前期）で評価する．，コンやコンピュータ演習，成果物の完成をク力や協調性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をリート，交通計画学の文章で評価する．各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．レポート作成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワおよび実験の課題や報告書（レポート）で評価する．器具の整理と整備．の文章で評価する．整理と整備，データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をの文章で評価する．取り扱いに注意し，安全に実験・実習を遂行すり評価する．まとめ，前期
実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．総括．

後期実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．ついて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．，実験の課題や報告書（レポート）で評価する．内容により評価する．，スケジュール，班割，注意し，安全に実験・実習を遂行す事項など，実験・実習前のあらゆる問題点について，事前説明を行など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた，実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．前の文章で評価する．あらゆる報告書等の文章で評価する．問題に関する報告書等の文章で評価する．点に与えられた課題に関する報告書等の文章で評価する．ついて各専門分野の理論の理解と実際問題への応用能力を養う．，事前説明できる．を行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ
う応用分野の一層の理解を深めるた．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 相対的を理静止水面・管水路（レポート）で評価する．摩擦損失）で評価する．の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，騒音測定， AIの文章で評価する．歴史と社会的受容性．と社会的を理受容により評価する．性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 相対的を理静止水面・管水路（レポート）で評価する．摩擦損失）で評価する．の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，騒音測定， AIの文章で評価する．歴史と社会的受容性．と社会的を理受容により評価する．性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 相対的を理静止水面・管水路（レポート）で評価する．摩擦損失）で評価する．の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，騒音測定， AIの文章で評価する．歴史と社会的受容性．と社会的を理受容により評価する．性を養う．また，実験・実習で得られたデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 相対的を理静止水面・管水路（レポート）で評価する．摩擦損失）で評価する．の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，水質測定(1)，機械学習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．と深めるた層の理解を深めるた学習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 相対的を理静止水面・管水路（レポート）で評価する．摩擦損失）で評価する．の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，水質測定(1)，機械学習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．と深めるた層の理解を深めるた学習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 相対的を理静止水面・管水路（レポート）で評価する．摩擦損失）で評価する．の文章で評価する．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．，水質測定(1)，機械学習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．と深めるた層の理解を深めるた学習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．，衛生工学の文章で評価する．各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．，AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた学習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．レポートおよび実験の課題や報告書（レポート）で評価する．器具の整理と整備．の文章で評価する．整理と整備，データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をの文章で評価する．取り扱いに注意し，安全に実験・実習を遂行すり評価する．まとめ．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 相対的を理静止水面の文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，水質測定(2)，生成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワAIの文章で評価する．応用と留意し，安全に実験・実習を遂行す事項など，実験・実習前のあらゆる問題点について，事前説明を行．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 相対的を理静止水面の文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，水質測定(2)，生成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワAIの文章で評価する．応用と留意し，安全に実験・実習を遂行す事項など，実験・実習前のあらゆる問題点について，事前説明を行．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 相対的を理静止水面の文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，水質測定(2)，生成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワAIの文章で評価する．応用と留意し，安全に実験・実習を遂行す事項など，実験・実習前のあらゆる問題点について，事前説明を行．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 管水路（レポート）で評価する．摩擦損失）で評価する．の文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，ジャーテスト，AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたを活用した課題に関する報告書等の文章で評価する．課題に関する報告書等の文章で評価する．解を深めるた決することができる．の文章で評価する．提案を検討し，設計できる．．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 管水路（レポート）で評価する．摩擦損失）で評価する．の文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，ジャーテスト，AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたを活用した課題に関する報告書等の文章で評価する．課題に関する報告書等の文章で評価する．解を深めるた決することができる．の文章で評価する．提案を検討し，設計できる．．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．・衛生工学実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する． 管水路（レポート）で評価する．摩擦損失）で評価する．の文章で評価する．数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワ値シミュレーションができる．実験の課題や報告書（レポート）で評価する．およびデータを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を分析・シミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成を，ジャーテスト，AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるたを活用した課題に関する報告書等の文章で評価する．課題に関する報告書等の文章で評価する．解を深めるた決することができる．の文章で評価する．提案を検討し，設計できる．．

水理学（レポート）で評価する．後期）で評価する．，衛生工学の文章で評価する．各実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．，AI技術など都市工学の実験・実習をともなう応用分野の一層の理解を深めるた実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．レポート作成の小人数のグループで行う．各種実験・実習を班員と協力しながら行うことで，チームワおよび実験の課題や報告書（レポート）で評価する．器具の整理と整備．の文章で評価する．整理と整備，データを用いたシミュレーションやコンピュータ演習，成果物の完成をの文章で評価する．取り扱いに注意し，安全に実験・実習を遂行すり評価する．まとめ，後期
実験の課題や報告書（レポート）で評価する．・実習の報告書（レポート）ならびに課題の提出状況で評価する．の文章で評価する．総括．
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